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カキにおけるト455（フィガロン），NAA

　　　　　及びエセホンの摘蕾効果

　　　　　　＊
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隆次・柴田　由子

　　　　　　H1rosh1YAMAMURA　Ryuj1NAIT0and．Yuko　SHIBATA
Co血par1son　of　Thmnmg　Effects　of　J－455（Ethy15－Ch1oro－1H－3－Ind－azo1acetate），

　　NAA　and－Ethephon　on　F1ower　Bud1n　Japanese　Pers1mmon（Kak1）

　　　　　　　　緒　　　　　言

　現在，カキでは，摘果剤として最も有望とされたNA

Aが農薬登録もれで使用できず，摘蕾，摘果剤として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ），2），3）
比較的効果が高いことが認められているエセホンも，処

理後の気象要因や樹体の栄養条件，果実の種子数により

効果の変動が大きいため，一実用的には，富有の摘蕾剤と

して一部で使用されているにすぎない．

　J－455（5一クロロインダゾール酢酸エチルエステル）

は構造，活性とも，天然の植物ホルモ’ンであるインドー

ル酢酸に類似しており，オーキシン作用を有し，温州ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　4），5）
カンに対する摘果効果が認められている．また温州ミカ

ン用摘果剤として，数年内に農薬登録される可能性が高

いが，カキにおいては使用方法がほとんど検討されてい

ない．

　本実験ではJ－455がカキの摘蕾剤として使用可能か
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第1図　NAA，IAA，J－455の構造式
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どうかをみる目的で，西条と富有を供試し，エセホンと

NAAを比較対照薬剤として検討した．

　　　　　　　　材料及び方法

　1978年島根大学農学部ほ場の約16年生西条と約21隼生

富有をそれぞれ5樹供試した．エセホン50pPm，NAA

25pPm，NAA50pPm，J－45525pPm，J－45550pPm及

び無処理の6区を主枝別に設け，1樹を1ブロックとし

て5反復した　薬剤処理は，満開則約10日に当たる5月

21日に行ない，小型噴霧器で，葉，枝，蕾に液がしたた

るくらい十分に散布した．各薬剤には展着剤として，

At1ox　BIをO．05％加用した．処理前に，へたへ印をつ

け，同時に着蕾数と遅れ花（二番花）の蕾の数を調べて

おき，処理後40日目までの落蕾（花，果）状況を毎日調

杏した．西条の開花期は5月25～30日で，満開日は5月

29日であり，富有の開花期は5月26～29日で，満開日は

5月28日であった　なお各区とも開花期には禅寺丸の花

粉で人工授粉した．

　富有の各処理直後，処理後3，6，9，12時間目及び

1～6日目まで毎日蕾のエチレノ発生量を測定した．エ

ヂレノ測定のために採取した10個の蕾（開花期に入った

処理後6日目には，2花を含めた）は1時間室内に放置

した後，約300m1容のガラスびんに密封して，暗黒下

25◎Cで2時間エチレンを捕集し，1m1のガスサンプル

を日立163型GLC（FID）に注入して測定した．GLC

は次の条件で使用した。

　ヵラム：3mm×2mステノレスカラム．充損剤．活

　性アルミナ，80～100メッシュ　（西尾工業Lot．No．

　29731）キャリヤーカス　N2（40m1／mm）。　イノソ
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エクション：70◎C．カラム：50oC．

　　　　　　　　　結　　　　　果

　　　西　条

　第2図は，西条における各処理後40日目までの落

蕾，落花（果）の波相を示したものである．J－455，NA

A及びエセホンとも50pP血処理区では，処理後2～

3日目より落蕾が始まり，6日目にピークに達し，落下

のほとんどが蕾または花の時期に起らた．NAA及び

J－455の25pp㎜処理区の摘蕾効果は低かったが，落下

のピークはいずれも50ppm処理区とほぽ同じ時期にみ

られた．

　第1表は，西条における処理後40日目までの累積落下

率を，蕾，花，幼果の別に示したものである。蕾～幼果

を含む全落下率をみると，NAA50pPm処理区で最も

高く81．4％，次いでJ－45550pPm処理区の79．5％であ

った．エセホノ処理区の全落下率は410％で，NAA及

びJ－455の25pPm処理区より低かった．蕾の時期の

落下は，NAA50pPm処理区で最も多く61．8％，次い

でJ－45550pPm処理区の43．6％，エセホン処理区では

20．8％であった．一方，花の時期の落下は，無処理区で

はまったくみられないのに対して，J－45550pP㎜処理

区で344％，同25pPm処理区で173％，NAA50pPm
処理区で15．9％の落花があった．幼果期の落下は，落

蕾，落花の多かったNAA及びJ－45550pPm処理区

で少なく，無処理区で最も多い16．8％の落果がみられ

た．

　　　富　有

　第3図は，富有における各処理後40日目までの落蕾，

落花（果）の波椙を示したものである．各区とも処理後

2日目より落蕾が始まり，4日目には落蕾がピークに達

し，西条の場合と比べ，摘蕾効果が早くあらわれた．J－

455，NAA及びエセホン処理区とも，落下のほとんど

が蕾の時期に起った．また富有では，無処理区の落蕾が

かなり多く，そのすべてが遅れ花の蕾であった．

　第2表は，富有における処理後40日目までの累積落下

率を，蕾，花，幼果の別に示したものである．富有で

は，西条に比べて遅れ花の着生が多く，着蕾総数の50～

60％が遅れ花の蕾であった．蕾，花，幼果を含めた全落

下率をみると，NAA50pPm処理区で最も高く65．5％，

次いでJ－45550pPm処理区の51．4％，エセホン処理区

の44．6％と，ほぼ西条の場合と同様の煩向を示した．N

AA及びJ－45525pPm処理区は全落下率が低く，無処

理区と同程度か，それ以下であった．蕾の時期の落下を

みると，J－455，NAA及びエセホンの摘蕾効果は，西

条の場合とほぽ同じ傾向がみられたが，無処理区の落蕾

が30．4％とかなり多く，これはすべて遅れ花の蕾であっ

た．他の処理区も落蕾のほとんどが遅れ花の蕾であり，

無処理区より落蕾が多かったのは，NAA50pPm処理

区の54．2％，J－45550pPm処理区の41．1％で，エセホ

ン50pPm処理による摘蕾効果は低かった．花の時期の

落下をみると，J－45550pPm処理区で5．8％と，無処理

区より高い落下率を認めた以外，各区ともこの時期の落

下は少なく，1％以下であった．

第2図
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西条におけるJ－455，NAA，エセホン処理後の
落蕾（花・果）の状況

西条におけるエセホン，NAA，J－455処理

後40日の落蕾，落花，落果率

　　　　　　　　　　　　　NAA処理　　　　　エセホン
　　　，Cont（PPm）　　　　　50
　　　　　　　　　　　　25　　50

落蕾％

落花％

落果％

9．2
（1．O）

　O

16．8
　（O）

20．8
（O．4）

5．9
（O．4）

14．3
（O．4）

27．9
　（O）

13．6
　（0）

10．9
　（O）

61．8
（O．8）

15．9
　（O）

3．7
　（O）

J－455

25　　50

12．7
（O．5）

17．3
　（O）

13．1
　（O）

43．6
（O．7）

34．4
　（O）

1．5
　（0）

Tota1　26・0　　　41・0　　52・4　　81・4　43・1　79・5
　　　　（1．O）　（1．2）　（O）（O．8）（O．5）（0．7）

注着蕾時お1．0　2，2　0　0．8　1．4　2．6
　くれ花％
　　（　）内はおくれ花％
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はやや低下した　J－45525pPm処理区のエチレノ発生

量は，50pPm処理区に比べやはり低かったが，処理後

のエチレン発生は同様の経過を示した．一方，NAA処

理後のエヂレノ発生は，25，50pPm処理区とも3時問

目より急激に高まり始め，50ppm処理区では，6～24

時間目に最も高くなった．しかし，処理後48時間目には

急激にエチレン発生が低下し，J－455の場合のエチレン

発生状況とはかなり相違がみられた．またNAA25

ppm処理区でも，24時間目にエチレン発生がピークに

達し，その後の経過は50pPm処理区とほぼ同じであっ

た．エセホノ処理区のエチレノ発生量はJ－455，NAA

処理区に比べ低く，NAAやJ－455でみられるような

明白なエヂレン発生の山は認められなかった．

　なお西条，富有ともにNAA，J－455処理後第5図の

ように葉の下垂がみられ，各50ppm処理区で甚しかっ

た．とくに西条は葉が大型で，垂れ気味であるため，各

処理による葉の下垂が一層顕著となったが，富有におい

ては比較的軽度であった．

第3図

第2表

　　523　　b2　　10　　　コO　　　：州月、日

富有におけるJ－455，NAA，エセホン処理後の
落蕾（花・果）の状況

　富有におけるエセホン，NAA，J－455処理

　後40日の落蕾，落花，落果率

処理　C。。t
（PPm）

　　　　　　NAA　　　　　J－455
エセホン

　50　　　　　25　　　　　50　　　　　25　　　　　50

考　　　　　察

落蕾％

落花％

落果％

30．4
（30．4）

　3．7
（3．3）

　8．3
（3．3）

27，1　　26，3　　54，2　　11，0　　41．1
（27．1）　（24．6）　（52．9）　（11．O）　（40．2）

　O．3　　　0．8　　　　0　　　09　　　5．8
（O．3）（O．4）　　lO）（2．7）

17，2　　　14，1　　11，3　　　15．9　　　4．5
（3．7）　　（2．5）　　（2．6）　　（5．3）　　（1．8）

　　　　42．3Tota1　　　　（37．0）
44，6　　41，2　　65，5　　27，8　　51．4

（31．1）　（27．5）　（55．5）　（16．3）　（44．7）

注着蕾時お54，6　52，0　49，5　64，1　44，5　55．4
　くれ花％
　　（）内はおくれ花％

　幼果期の落下は，無処理区で8．3％であったが，これ

より落果が少ないのは，J－45550pPm処理区の4．5％

で，他の処理区では11～18％の落果がみられた．

　第4図は，富有におけるJ－455，NAA及びエセホン

処理後6日目までの蕾のエチレノ発生量を示したもので

ある．J－45550pPm処理後6時間目よりエヂレン発生

が高まり始め，処理後24～72時間に最も高くなった．落

蕾のピークである処理後4日目には，エチレンの発生量

　摘蕾と摘果を比較した場合，早期に結果調節の行なわ

れる摘蕾のほうが，摘果よりも果実の肥大を促進するう

えでも，隔年結果を防止するうえでも効果が大きい．し

かし，蕾の時期に行なう摘蕾は，果実になってから起こ

る生理的落果の予想ができないため，着果量が不足する

危険性が大きい．実用的に摘蕾を考えるならぱ，まず軽

い摘蕾を行ない，人工授粉をしてある程度の着果量を確

保し，生理的落果後に必要に応じて手直し摘果をするこ

とが望ましい．

　本実験では，オーキシン系の摘果剤J－455，NAAな

らびにエチレン発生剤のエセホンを蕾の時期に散布し

て，落蕾（花，果）誘起効果を比較した．その結果，落

蕾（花，果）の累積数では，J－455とNAAではほぽ

同じで高い効果を示し，エセホンの効果は劣った．しか

し，処理後の落蕾（花，果）の経遇をみると，J－455と

NAAでは多少異なり，J－455処理区では落花率が，N

AA処理区では落蕾率が相対的に高かった．このような

落蕾，落花のパターンの相違が，作用の安定性あるいは

残存果実の発育などと関係があるかどうかは，本実験の

範囲では明らかでない．一方，本実験では西条と富有の

二晶種で効果を比較したが，各薬剤による落蕾（花，

果）の仕方は両品種でほぼ同様であった．しかし，累積

落下率では西条で著しく高く，J－455とNAAの各50

ppm処理区で，累積落下率は80％前後となっており，

明らかに摘蕾（花，果）遇剰と思われる．このように西
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　　　　　　　　　処　理　後　時　間

第4図富有におけるJ－455，NAA及びエセホン処理
　　　　後の蕾（花）のエチレン発生

条でより強い効果が現われたのは，同種の葉が冨有に比
　　　6）
べ大形で，薬剤吸収面積が大きいことも一因と考えられ

る．

　さて西条，富有ともに，落果は摘蕾効果の大小，すな

わち残存果実の多少によって異なり，落蕾の多い処理区

ほど落果が減少したことと，各薬剤処理区の落果が自然

の生理的落果の時期と一致したことから，薬剤の影響が

幼果の時期まで持続することは考えにくい．しかし，J

－455処理区では西条，富有ともにNAA処理区に比べ

て，落花がかなり多く，処理の影響が花の時期まで持続

するものと思われる．このことは，蕾のエチレン発生の

経遇にもよく現われている．
　　　7）
　著者らは，すでにヵキにおけるNAAの落果誘起作

用に，エチレンが介在することを示した．本実験では，

満開前約10日の蕾の時期にNAA，J－455及びエセホン

を処理したが，NAA処理後の蕾のエヂレン発生は，幼

果の場合と同様に処理後24時間以内に著しい高まりを示

した．これに対して，同じく才一キシン作用を持つとい

われるJ－455処理後の蕾のエヂレン発生は，NAAの

場合と若干異なった．J－455処理数時間後よりエチレン

発生が高まり始めるのは，NAAの場合と同じである

が，処理後24～72時間目まで，比較的長時問に渡って，

高レベルのエヂレン発生がつづいた．このように，落蕾
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第5図　西条におけるJ－455処理後の葉の下垂

ピークの寸前までエチレン発生が高く維持されるため，

J－455処理区では他の区に比べ落花も多く，花の時期ま

で処理の影響が持続するものと思われる．

　なお，NAAやJ－455処理区は西条，富有ともに処

理直後から葉が下垂し，その程度は西条で著しく，富有

ではそれほどではなかった．50pPm程度の濃度であれ

ぱ，NAAを満開後約20日の富有や西条に散布しても，

葉の下垂はほとんど認められないが，蕾時期の若葉に対

するオーキシン散布の影響は大きい．葉の下垂は光合成

機能の低下など，樹体への悪影響が考えられる．事実，

NAAとJ－455処理区では無処理区より果実の肥大が

劣った．このように，オーキシン系のJ－455をカキの

摘蕾剤として実用化することは困難であると思われる．

今後は摘果剤としてのJ－455の利用価値について検討

する必要がある．

摘　　　　　要

　J－455，NAA及びエセホンをカキ西条と富有の満開

前約10日に処理し，処理後の落蕾，落花（果）の蕾のエ

チレノ発生量を調べた

　J－455による落蕾，落花（果）の波柏は，富有ではい

ずれの濃度でも処理後4日目，西条では処理後6日目に

ピークが現われ，蕾の時期の落下が多かった．NAAや

エセホンによる落蕾，落花（果）の波相もJ－455とほ

とんど同じであったが，エセホンの摘蕾効果は低かっ

た．

　NAA50pPm処理区は最も摘蕾効果が大きく，富有

の落蕾率は542％，西条は618％であり，J－45550pPm

ではそれぞれ41．1％，43．6％であった．J－455の濃度が

25pPmとなると，富有，西条とも落蕾率は％以下とな

った．またJ－455処理区では落花率が他の処理区に比

べ高かった．

　NAA及びJ－455処理後葉の下垂が起こり，とくに

n140201.pdf
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Sununary 

Three thinning chemicals, J-455, NAA and ethephon were applied to 'saijo' and 
'Fuyu' adult trees by spraying at the concentration of 50 or 25 ppm 10 days before 
ftill bloom in order to compare their effects on the abscission and ethylene evolution 

of flower buds and blossoms (younba fruits) following treatments 

The peak in the drop of flower buds and blossoms (young fruits) induced by J-455 
sprays appeared 4 days in 'Ftryu' or 6 days in 'Saijo' after the applications regardless 

of the concentrations. The time courses of their drop induced by NAA and ethephon 
sprays exhibited almost the same patterns with those in_ the case of J-455 treatments, 

even though ethephon was less effective in flower bud thinr).ing than the other two 
chemicals . 

NAA spray at 50 ppm was most effective in thinning of flower bud among all 
treatments in each cultivar showing 61 .8 o/o in 'Saijo' or 54.2 o/o in 'Fuyu' as the rate 

of flower btld drop. J-455 spray at 50 ppm resulted in the rate of 43.6 o/o or 41 .1 olo 

in each cultivar. When J-455 was applied at 25 ppm, the rates of flower bud drop 
became less than one third of those obtained at 50 ppm in both cultivars. So far as 

the blossom drop was concerned, J-455 applications caused higher rates than the 
other treatments . 

The applications of NAA and J-455 in both cultivars, especially at 50 ppm in 
'Saijo' gave rise to severe leaf droop lasting for several weeks but no such symptoms 

were observed in them when ethephon was applied even at 50 ppm 
NAA-induced ethylene evolution of flower buds in 'Fuyu' reached its peak 6 -24 

hrs after the treatments and then it depreciated sharply. The ethylene evolution 
stimulated by J-455 maintained a high level as long period as 24-72 hrs after 
spraying. Th..e ethephon-treated flower buds released lower amount of ethylene than 

the NAA- and J-455-treated ones and exhibited no obvious peak in the time co'.lrse 
of its evolution. 


